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錦蛇の壁識に就て

山下次期ず・森 焚須持

On a tick of python reticulαγis SCHNEIDER 

By 

Jiro YAMASHITA* and Hans MORI普

(Zoological Instiut巴， Faculty of Agriculture. Hokkaido University， Sapporo， Japan) 

昭和 29年6月札幌に於て動物博覧会開催中マレー

二シキヘピ Pνthonγeticul団risSCHNEIDERが籍死
1.-，解剖の結果数震の内部寄生虫特に 11隻の舌虫が

発見され，これらに就ては既に公表したカち同時に外

部寄生虫としてダ、二 1個体を採集した。とのダユはδ

で，検査の結果Aponommα属のものであることが判

明した。本置は熱帯地方の腿虫類に特有のもので，腿

虫類の鱗片下に潜入して1N血ずる習性を有する。本置

は未だ我国に於て記載された報告を見ない。依てとこ

に本種δの形態を記して参考とし度L、。

なお宿主錦蛇は鎗死の数個月前に?レ~から輸入さ

れたもので，本ダニが彼の地に於て既に寄生していた

ことは当然考えられる。叉今回の発見は δのみであ

り3 宇の形態は不明であるから，屑名のみに止eo，種

名の確定は差・控え度L、。

形態

体は 2.4x2.6cmで，幅は長さより精キ広<，背甲

板は黒褐色を呈し，表面には銀白色の汚点と犬小不同

の細放が全国に散在し，限を欠く。背甲板の銀白色模

様は左右略々相称的に肩部から休の後方に伸びた内側

に凹部を有するものと，とれらの両後端部の中間，背

甲板の後縁7E彩上部に沿って存在する 4伺の略同犬の

不正形模様と，更に中央より精々前方に位置する 1個

の不正形模様とか習められ，何れもそれらの部位に黒

褐色の犬小の細放が点在する。

腹面は乳白色を呈し，生殖孔は第2基節の中間，正

中線上に横裂して存在し， 't生溝は後方にゆくに従って

拡がり，タト方に開<0 l1I門は第4基節後縁より後方，

正中線上に~る。気門板はレトルト状を呈し，後方背

面に僅かに達し，その表面は黄白色の小濫子を以て埋
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まる。気門は気門板の広幅部中央に存在1.-，陪円形を

呈する。

ー

1.蝕主主背雨 2.下 顎 3.背甲板
4.室長1歩脚の附節 5.基節

第1図 Aponommαsp.

吻墓は背面亙五角形を呈し触嬰 fj:長ぐ，恰も

Amblyommα胃に近似する。その第2節は第3節よ

り主主かに長<，その長さは幅の約3倍で，前方にゆく

に従い幅広し第3節は先端丸味を有し，長さは略々

幅に同じ。第1節及び第4節は短小である。第2節及

び第3節は何れも 4-5*の小刺を有する。下顎は

313 の歯列を有し 1列には各8個の歯を有ずる。

各歩脚の基節は略々岡大で，夫々 1個のiEeを有する
がp 第1基節の後縁はf也の基節より狭心恰も 2個の

距を有ずる如く見える。各歩脚の腿節は最も大きく隔

の約2倍を有1.-，転節の長さは幅の約1.5倍，腔節は

腿節より幅狭しその長さは幅の約2f音でるる。鮒節
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の前端上縁は急に傾斜し，先端には樗獲を具えp、旦つ

2個の長大な鎌状の爪を有する。第1:3歩脚の付節tこは

J、ラー氏器管が明瞭に認あられる。本種の体形が極あ

て扇平なことは宿主の鱗片下潜入に適応したもので主う

ると云われるの

上記の形態は明かに本種がAponommα属のダエで

遣うることを示すもので怠仇ままに著者等はマレー二シ

キヘピから得たダ、ニを Aponommαsp.と同定した次

第で;tる。本種の分類学的位置は次の通りである。

Order Acarina 輔自

Family 1xodidae 顛商科

Subfamily Amblyommatinae雲母真崎亜科

くキララマダエ亜科)

Genus Aponomma 大幅真崎層
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図版説明

Aponommαsp. 

1. 背甲板〈左側模様は光線の関係で不溺明〉

2. 顎体部
3. 全体腹商
4. 向上拡大

5， 気門盤

6. 第二歩関前{本部く特に鮒節の形態を示す〉

R臼ume

A specimen of the tick has been obtained from 

the reticulated python， Python reticularis 
SCHNEIDER，. which has teen imported. from. 
Malay mid kept by a circus for several months.、
This specimen is a male， and the body size is 
2.4 mm in length and 2.6 mm  in breadth， 1n 
this paper the morphological . eharacter was 

described， the. species being identified as 
Aponomma sp. 
This genus is parasitic under the scales suck-
ing七heblood <if reptiles in the tropics~ Now 

we are reserved to determine the speCific 
name， for we have no female of this tick. 
There is no doubt that the snake has been 
already infected in Malay， 


